
瓦

経

の

復

原

と

そ

の

考

察

網

干

善

教

は

じ

め

に

こ
こ
数
年
来
、
仏
教
考
古
学
の
視
点
と
し
て
、
瓦
経
破
片
の
復
原
研
究
を
行

っ
て
き
た
。
本
稿
は
各
地
の
個
人
が
所
蔵
さ
れ
る
瓦
経
に
つ

い
て
、
そ
の
復
原
を
行
い
、
併
せ
て
そ
れ
ら
の
瓦
経
が
他

の
瓦
経
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
か
に
つ
い
て
考
え

よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

瓦
経
は
方
形
の
粘
土
板
に
経
典
を
書
写
し
、
そ
れ
を
焼
成
し
、
埋
納
さ
れ
た
い
わ
ぽ
写
経
の

一
種
で
あ
り
、
仏
教
徒
の
作
善
業
で
あ
る

と
い
え
る
。
こ
う
し
た
瓦
経
の
製
作
は
現
在
知
ら
れ
る
、
瓦
経

の
紀
年
銘
に
よ
る
限
り
、
延
久
三
年

(
一
〇
七

一
)
在
銘
の
鳥
取
県
伯
耆

大
日
寺
瓦
経
か
ら
、

承
安
四
年

(
一
一
七
四
)
、

三
重
県
伊
勢
市
旦
過
山
瓦
経

に
い
た
る
ま
で
の
約
百
年
間
に
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

瓦
経
の
出
土
遺
跡
は
西
日
本
を
主
に
し
て
約
三
十
ケ
所
が
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
瓦
経
片
の
出
土
は
、
そ
の
大
半
が
破
片
で
あ
り
、
し
か
も
、
か
な
り
以
前
か
ら
採
集
さ
れ
、
各
国
立
博
物
館
を
は
じ
め
、

そ
の
他
博
物
館
、
大
学
、
個
人
等
で
若
干
片
を
所
蔵
さ
れ
る
場
合
が
多
く
、
復
原
は
十
分
で
な
い
。
こ
う
し
た
現
状
を
み
る
に
つ
け
、
こ

れ
を
復
原
し
、

考
察
し
よ
う
と
試
み
て
い
る
が
、

本
稿
は
静
岡
市
在
住
の
服
部
和
彦
氏
所
蔵
の
三
点

(
以
下
服
部
氏
蔵
瓦
経
と
い
う
)
、

ま
た
雑
誌

『
東
方
界
』
に
求
め
ら
れ
る
ま
ま
に
書
い
た

「作
善
業
」
と
題
す
る
丈
章
を
読
ま
れ
た
愛
知
県
安
城
市
野
寺
町
、
本
澄
寺

小

山
正
丈
氏
よ
り

一
点
(以
下
小
山
氏
蔵
瓦
経
と
い
う
)
、
同
氏
の
紹
介
に
よ
り
同
県
碧
南
市
鷲
林
町
在
住
の
水
野
孝
丈
氏
よ
り
二
点

(
以
下

瓦
経
の
復
原
と
そ
の
考
察

七



八

水
野
氏
蔵
瓦
経
と
い
う
)
、

ま
た
水
野
氏
の
紹
介
に
よ
り
高
浜
市
高
浜
町
王
江
在
住
の
神
谷
儀
八
氏

(以
下
神
谷
氏
蔵
瓦
経
)

の
四
点
、

計
十
点
に
つ
い
て
、
書
写
さ
れ
た
経
文
を
経
典
別
に
ま
と
め
、
復
原
の
成
果
と
他
の
瓦
経
と
の
関
連
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

一
、

『
大
楽

金
剛

不
空

真
実

三
麼
耶

経
』
書

写

の
瓦
経

①

大
楽
金
剛
不
空
真
実
三
麼

耶
経

服
部
氏
蔵
瓦
経
の
な
か
に
次

の
よ
う
な
丈
字
を
の
こ
す
破
片

が
あ
る
。
表
面
に

「大
楽
金
剛
…
…

「般
若
波
羅
…
-

ロソ

ロ

「
大

大

…

…

「
如

是

我

…

…

…

「
金

剛

加

…

「
冠

為

三

…

…

…

ま

た

、
裏

面

に

「
句

是
菩

薩

…

:

「
清

浄

句

是

…

…

「
楽

清

浄

句

…

…

第1図 服部氏蔵L理 趣経』(上 一表,下e裏)



「清
浄
句
是
…
…

「浄
句
是
菩
…
:

「般
若
波
羅
…
…

と
あ
る
。
ま
た
、
裏
面
の
左
縁
に

「
理
趣

一

と
あ
る
。
こ
の
破
片
は

『大
正
新
脩
大
蔵
経
』

(以
下

『大
正
大
蔵
経
』
と
略
す
)
に

「開
府
儀
同
三
司
特
進
鴻
臚
卿
粛
国
公
食
邑
三
千

戸
賜
紫
贈
司
空
謚
大
正
監
号
大
広
智
大
興
善
寺
三
蔵
沙
門
不
空
奉

詔
訳
」
と
あ
る

『
大
楽
金
剛
不
空
真
実
三
麼
耶
経
』
す
な
わ
ち

『
理

趣
経
』
の
冒
頭
の
部
分
で
あ
る
。
瓦
経
片
の
丈
字
に
よ
り
復
原
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

(
瓦
経
に
み
ら
れ
る
丈
字
は
ゴ
チ

ッ
ク
)

〔表

〕

大
楽
金
剛
不
空
真
実
三
麼
耶
経

般
若
波
羅
蜜
多
理
趣
品

(天
力
)

大

大

如
是
我
聞

一
時
薄
伽
梵
成
就
殊
勝

一
切
如
来

金
剛
加
持
三
麼
耶
智
巳
得

一
切
如
来
灌
頂
宝

冠
為
三
界
主
已
証

一
切
如
来

一
切
智
智
瑜
伽

自
在
能
作

一
切
如
来

一
切
印
平
等
種
種
事
業

於
無
尽
無
余

一
切
衆
生
界

一
切
意
願
作
業
皆

悉
円
満
常
恒
三
世

一
切
時
身
語
意
業
金
剛
大

毘
盧
遮
那
如
来
在
於
欲
界
他
化
自
在
天
王
宮

中

一
切
如
来
常
所
遊
処
吉
祥
称
歎
大
摩
尼
殿

瓦
経
の
復
原
と
そ
の
考
察

〔裏

〕

種
種
間
錯
鈴
鐸
繕
幡
微
風
揺
撃
珠
鬘
瓔
珞
半

満
月
等
而
為
荘
厳
与
八
十
倶
胝
菩
薩
衆
倶
所

謂
金
剛
手
菩
薩
摩
訶
薩
観
自
在
菩
薩
摩
訶
薩

虚
空
蔵
菩
薩
摩
訶
薩
金
剛
拳
菩
薩
摩
訶
薩
文

殊
師
利
菩
薩
摩
訶
薩
纔
発
心
転
法
輪
菩
薩
摩

訶
薩
虚
空
庫
菩
薩
摩
訶
薩
摧

一
切
魔
菩
薩
摩

訶
薩
与
如
是
等
大
菩
薩
衆
恭
敬
囲
遶
而
為
説

法
初
中
後
善
文
義
巧
妙
純

一
円
満
清
浄
潔
白

説

一
切
法
清
浄
句
門
所
謂
妙
適
清
浄
句
是
菩

薩
位
欲
箭
清
浄
句
是
菩
薩
位
触
清
浄
句
是
菩

薩
位
愛
縛
清
浄
句
是
菩
薩
位

一
切
自
在
主
清

九



一
〇

浄
句
是
菩
薩
位
見
清
浄
句
是
菩
薩
位
適
悦
清

楽
清
浄
句
是
菩
薩
位
色
清
浄
句
是
菩
薩
位
声

浄
句
是
菩
薩
位
愛
清
浄
句
是
菩
薩
位
慢
清
浄

清
浄
句
是
菩
薩
位
香
清
浄
句
是
菩
薩
位
味
清

句
是
菩
薩
位
荘
厳
清
浄
句
是
菩
薩
位
意
滋
沢

浄
句
是
菩
薩
位
何
以
故

一
切
法
自
性
清
浄
故

清
浄
句
是
菩
薩
位
光
明
清
浄
句
是
菩
薩
位
身

般
若
波
羅
蜜
多
清
浄
金
剛
手
若
有
聞
此
清
浄

以
上
の
よ
う
に
同
定

の
結
果
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
判
明
す
る
。

第

一
に
瓦
経
表
面
を
み
る
と
、
一
行
目
に

「大
楽
金
剛
不
空
真
実
三
麼
耶
経
」
と
経
典
の
題
目
を
書
写
し
て
い
る
。
ま
た
二
行
目
は

「般

若
波
羅
蜜
多
理
趣
品
」
と
品
題
を
書
写
す
る
。
三
行
目
は

「大
」
が
あ
り
、
つ
い
で
二
字
分
空
白
で
、
四
字
目

に

「大
」
ま
た
は

「天
」

と
読
め
る
丈
字
が
あ
る
。
第
四
行
目
か
ら
経
丈
が
は
じ
ま
る
の
で
こ
の
間
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
書
写
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
考
え
ら
れ

る
こ
と
は
経
典
の
訳
者
名
で
あ
ろ
う
。

さ
す
れ
ぽ

「大
口
口
大

(
天
)
」
は

大
広
智
大
興
善
寺
三
蔵
沙
門
不
空
奉
詔
訳

と
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
れ
に
し
て
も

「広
智
」
に
あ
た
る
二
字
が
空
白
で
あ
る
の
は
何
故
だ
ろ
う
か
と
い
う
疑
問
は
の
こ
る
。

第

二
に
左
縁
に

「理
趣

一
」
と
あ
る
の
は

『
理
趣
経
』
の

一
枚
目
に
相
当
す
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ

こ
で
こ
れ
を
み
る
と
、
瓦

経
は
表
面
四
行
目
か
ら
書
写
が
は
じ
ま
り
、

一
行
十
七
字
詰
、
表
裏
共
に
十
五
行
、
計
三
十
行
の
書
写
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
判
読

す
る
限
り
、
こ
の
原
則
に
よ

っ
て
正
確
に
書
写
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

次
に
こ
の
瓦
経
片
の
原
形
を
復
原
す
る
と
、
縦
に
つ
い
て
は
裏
面
の

「句
是
菩
薩
」

「般
若
波
羅
」
の
四
字
が
五

・
二
弛。
で
あ
り
、
こ

れ
を
十
七
字
と
し
、
上
端
縁
幅
が

一
.
四
抽.
で
あ
る
か
ら
、
下
端
も
こ
れ
と
同
じ
と
推
定
し
て
計
算
す
る
と
約

二
〇

・
五
穆
と
な
る
。

こ
れ
に
対
し
て
横
幅
は
、

一
行
が

一
.
八
抽
.、
で
十
五
行
、
裏
面
の
左
縁
幅
が

一
・
七
袖.
で
あ
る
か
ら
、
約

三
〇

・
四
袖.と
推
計
で
き

る
。
こ
の
大
き
さ
は
十
五
行
瓦
経
と
し
て
は
最
も
普
通
に
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
厚
さ
は

】
・
八
脅.
、
上
面
及
び
表
面
右
端
を



み
る
と
面
取
が
み
ら
れ
る
。
色
調
は
灰
色
で
焼
成
度
の
よ
い
遺
物
と
い
え
る
。

②

大
楽
金
剛
不
空
真
実
三
麼
耶
経

小
山
氏
蔵
瓦
経

一
点
に
、
こ
れ
と
同
じ

『
理
趣
経
』
書
写
の
破
片
が
あ
る
。
表
面
に

「
若

理

趣

…

…

…

「
无

相

与

无

…

…

「
相

応

故

諸

…

…

「
丈

殊

師

利

…

…

「
以

自

口

…

…

…

と

あ

り

、

裏

面

に

「
多

最

勝

…

…

…

「

麦

「
時

薄

伽

…

…

…

「
輪

般

若

…

…

…

「
来

法

輪

…

…

…

と
あ
る
。
こ
れ
を

『
大
正
大
蔵
経
』
に
同
定
す
れ
ば
次
の
如
く
に
な
る
。

〔表
〕

時
薄
伽
梵

一
切
無
戯
論
如
来
復
説
転
字
輪
般

若
理
趣
所
謂
諸
法
空
与
無
自
性
相
応
故
諸
法

無
想
與
無
相
性
相
応
故
諸
法
無
願
与
無
願
性

相
応
故
諸
法
光
明
般
若
波
羅
蜜
多
清
浄
故
時

瓦
経
の
復
原
と
そ
の
考
察

=

第2図



一
二

〔裏

〕

文
殊
師
利
童
真
欲
重
顕
明
此
義
故
熙
怡
微
笑

以
自
剣
揮
斫

一
切
如
来
巳
説
此
般
若
波
羅
蜜

多
最
勝
心

菴

(・}裏
)

時
薄
伽
梵

一
切
如
来
入
大
輪
如
来
復
説
入
大

輪
般
若
理
趣
所
謂
入
金
剛
平
等
則
入

一
切
如

来
法
輪
入
義
平
等
則
入
大
菩
薩
輪
入

一
切
法

平
等
則
入
妙
法
輪
入

一
切
業
平
等
則
入

一
切

い
ま
こ
こ
で
確
実
に
復
原
で
き
る
の
は
改
行
の
箇
所
か
ら
は
じ
め
て
六
行
分
で
あ
る
が
、
本
来

は
表
裏
共
に
十
五
行
で
あ

っ
た
と
予
想

で
き
る
。

『
理
趣
経
』
は
、

『法
華
三
経
』
や

『秘
密
三
経
』
に
比
べ
て
、
短
い
経
文
の
経
典
で
あ
る
。
仮
に

一
枚
を

一
行
十
七
字
詰
、
表
裏
各

十
五
行
の
通
有

の
形
式
で
書
写
す
る
と
す
れ
ぽ
、
七
枚
に
収
ま
る
。
こ
の
計
算
か
ら
す
れ
ぽ
、
こ
の
破
片
は

『
理
趣
経
』
の
七
枚
中
の
四

枚
目
に
相
当
す
る
こ
と

に
な
る
。
ま
た
、
こ
の
瓦
経
片
に

「大
正
元
年

宇
治
山
田
市
天
神
山
」

と

の
朱
書
が
あ
る
。
と
す
れ
ぽ
、
こ
の
破
片
は
、
各
所
に
散
佚
す
る
旦
過
山

(
天
神
山
)
瓦
経
で
あ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
承

安
四
年

伊
勢
国
の
度
会
氏
が
檀
越
と
な
り
、
沙
門
西
観
が
発
願
し
て
書
写
し
た
瓦
経
の
断
片
で
あ
る
か
も
知

れ
な
い
。

次

に
こ
の
瓦
経
片
か
ら
大
き
さ
を
復
原
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

表
面
三
行
目
の

「相
応
故
諸
」
の
四
字
が
四

・
八
抽
.
こ
れ
を
十
七
字
と
し
、
上
下
端

一
・
六
袖.
を
加
え
る
と
、
縦
の
推
計
二
三

・
六
袖.、

横
は

一
行
が

一
・
九
袖.
で
十
五
行
、
表
面
左
側
縁
幅
○

・
九
五
弛
・で
あ
る
か
ら
三
〇

・
四
弛.と
な
る
。
厚
さ
は

一
・
七
五
弛
・
で
あ
る
。
通



例
の
大
き
さ
で
あ
る
。

二
、

『
大
毘

盧
庶

那
成

仏
神
変

加
持

経
』

書
写

の
瓦

経

『
大
毘
盧
遮
那
成
仏
神
変
加
持
経
』
す
な
わ
ち

一
般
に

『
大
日
経
』
と
称
さ
れ
る
経
典
の
書
写
が
あ
る
。

③

大
毘
盧
庶
那
成
仏
神
変
加
持
経
巻
第
二

普
通
真
言
蔵
品
第
四

水
野
氏
蔵
瓦
経
片
の
表
面
に

…
口
慧
真
言
日

南
麼
三
曼
多
勃
駄

地
蔵
旗
真
言
日

象

軟
q

皋

警

…

寶

處

真

言

…

-

南

麼

三

…

…

…

寶

手

・…

南

麼

…

-

と

あ

り
、

こ
れ

に
対

す

る
裏

面

に

持

地

口

南

麼

復

次

屓

南

麼

三
曼

多

口

…

…

瓦
経

の
復
原
と
そ

の
考
察

=
二

第3図 水野氏蔵r大 日経』(上 一表,下 一裏)



一
四

宝
印
手
真
言
日

南
麼
三
曼
多
勃
駄
…
…
…

堅
固
意
真
言

…
…
三
曼
多
勃
駄

と
あ
る
。
こ
の
破
片
は

『
大
日
経
』
の
巻
第

二

「普
通
真
言
蔵
品
第
四
」
で
あ
る
。
以
下

『
大
正
大
蔵
経
』
に
よ

っ
て
同
定
、
復
原
す
る

と
次
の
如
く
に
な
る
。

〔表
〕

不
思
議
慧
真
言
日

南
麼
三
曼
多
勃
駄
喃
一汚

寶
処
真
言
日

南
麼
三
曼
多
勃
駄
喃

一難
上

寶
手
真
言
日

南
麼
三
曼
多
勃
駄
喃
一衫

地
蔵
旗
真
言

案

q
泉

堅

〔裏
〕

持
地
真
言
日

南
麼
三
曼
多
勃
駄
喃
一嶮

復
次
真
言
日

南
麼
三
曼
多
勃
駄
喃
髯
韆

寶
印
手
真
言
日

南
麼
三
曼
多
勃
駄
喃
・毳

反

堅
内
意
真
言
日

南
麼
三
曼
多
勃
駄
喃

一赧

次
に
こ
の
瓦
経
の
復
原
上
の
問
題
点
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

第

一
に
瓦
経
の
表
面
三
行
目
と
四
行
目
の

「
地
蔵
旗
真
言
日
」
と
あ
り

「悉
曇
」
が
書
写
さ
れ
て
い
る
。

『大
正
大
蔵
経
』
で
は
こ
の

位
置
に

「
地
蔵
旗
真
言
」
は
な
い
。
ど
う
し
て
こ
こ
に
書
写
さ
れ
た
か
不
詳
で
あ
る
。

第

二
に
裏
面
五
行
目
に
瓦
経
で
は

「堅
固
意
真
言
日
」
と
あ
る
。

『
大
正
大
蔵
経
』
で
は

「
堅
内
意
真
日
」
と
な

っ
て
い
る
。
と
こ
ろ

が
脚
註
に
よ
る
と

「
内
冂
固

②
㊨
㊦
」
と
あ
る
。
⑳
㊨
㊦
は
対
校
本
を
表
わ
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
そ
の
な
か
に
み
る
こ
と
が
で
き
る
ら



し

い
。

第

三

に

こ

の
瓦

経

と

接

続

す

る
瓦

経

が

関

西

大

学
所

蔵

の
瓦

経
片

に
あ

る
。

こ
れ

に

つ

い
て

は
今

後

の
観

察

と

検

討

に
俟

ち

た

い
。

次

に
原

形

の
大

き

さ

で
あ

る
が

、

表

面

二
行

目

の

「
南
麼

三
曼

多

勃

駄

」

の

七
字

が

八

・

一
抽
.
で
あ

り
、

こ
れ

を

十

七
字

と

し
、

上

端

縁

が

一

.
六

袖
.
で
あ

る

か
ら

、

縦

の
復

原

は
約

二

二

・
九

脅
.
、

横

は

一
行

が

一

・
八

袖
.
で
十

五
行

、

左

右

縁

一

・
二

袖
.
で
あ

る

か
ら

、

約

二
九

・
四
挫
.
と

計

算

す

る

こ
と
が

で

き

る
。

厚

さ

は

一

・
八

袖
.
で
あ

る
。

三
、

『
蘇
悉
地
羯
羅
経
』
書
写

の
瓦
経

④

蘇
悉
地
羯
羅
経

(別
本
二
)
上
巻

持
真
言
法
品
第
六

「神
谷
氏
蔵
瓦
経
」
の
中
に

『
蘇
悉
地
羯
羅
経
」
書
写
の

破
片
が
二
点
あ
る
。
う
ち

一
点
の
表
面
に

口
詰
…
:

[
議
行
…
…

與
彼
別
持
口

之
法
…

と
あ
り
、
裏
面

に

　
　

葱
菻
蘿
L

口
餅
井
L

第4図 神谷氏蔵 『蘇悉地羯羅

経』(上 一表,下e裏)

 

と
判
読
で
き
る
文
字
が
あ
る
。
残
存
文
字
は
僅
か
で
あ
る
が
、

『大
正
大
蔵
経
』
所
輯

「唐
天
竺
三
蔵
輸
波
迦
羅
訳
」
の

『
蘇
悉
地
羯
羅

瓦
経
の
復
原
と
そ
の
考
察

一
五



一
六

経
』
巻
上

(別
本
二
)
「持
真
言
法
品
第
六
」
の
経
文
で
あ
る
。
以
下
、
残
存
の
文
字

に
よ

っ
て
復
原
す
る
と
次

の
如
く
に
な
る
。

〔表
〕

若
楽
成
就
真
言
法
者
応
順
依
制
不
応
詰
難
大

乗
正
義
若
聞
菩
薩
甚
深
希
有
不
思
議
行
応
生

諦
信
不
懐
疑
心
持
真
言
人
不
応
与
彼
別
持
誦

人
更
相
施
験
若
縁
小
過
不
応
即
作
降
伏
之
法

楽
成
就
人
不
応
歌
詠
言
詞
調
戯
為
厳
身
好
不

応
塗
飾
脂
粉
花
鬘
亦
不
跳
躑
急
走
邪
行
亦
不

河
中
裸
形
浮
戯
略
而
言
之
身
諸
嘲
調

一
切
戯

嘆
諸
邪
口
業
及
虚
誑
語
譖
汚
心
語
離
間
和
合

〔裏
〕

悪
口
罵
詈
皆
不
応
作
所
応
対
答
不
仮
多
言
無

益
言
談
終
不
習
学
亦
復
不
与
外
道
之
人
及
旃

荼
羅
人
同
住
如
斯
等
類
来
相
問
詰
亦
不
与
語

亦
不
与
外
諸
人
談
話
唯
共
伴
語
当
念
誦
時
縦

是
同
伴
亦
不
与
語
唯
除
余
時
自
非
所
須
不
与

伴
語
亦
不
以
油
塗
飾
於
身
又
不
応
喫
惹
蘇
蘿

箙
油
麻
酒
酢
及
余

一
切
諸
菜
茹
米
粉
豆
餅
井

蒸
畢
豆
及
油
麻
餅
拜
作
団
食
皆
不
応
喫

一
切

こ
の
瓦
経
片
は
残
存
文
字
に
よ

っ
て
、
経
文
を
み
る
限
り
、

一
行
十
七
字
詰
、
表
裏
共
に
十
五
行
、
計
三
十
行
の
通
例
の
原
則
に
ょ

っ

て
書
写
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

次
に
原
形
の
推
計
で
あ
る
が
、
表
面
三
行
目
の

「与
彼
別
持
誦
」
の
五
字
が
六

・
二
袖.、
下
端
が

一
・
五
袖
.
で
あ
る
か
ら
約
二
四

・
一

弛
.と
な
る
。
こ
れ
に
対
し
て
横
幅
は

一
行
が

一
・
八
袖.
で
十
五
行
で
あ
る
か
ら
二
七
袖.、
こ
れ
に
上
下
端
縁
を
加
え
る
と
ほ
ぼ
三
〇
抽
.前

後
と
な
る
。
こ
の
数
字
は
通
例
に
近
い
。
厚
さ
は

一
・
九
抽.
で
あ
る
。

⑤

蘇
悉
地
羯
羅
経

(
別
本
二
)
巻
下

灌
頂
壇
品
第
三
十
三

神
谷
氏
所
蔵
瓦
経
片
の
他
の

一
片
に
は
次
の
よ
う
な
丈
字
が
あ
る
。
表
面
の
右
罫
外

に

…
…
…
於
台
漫
荼
羅
東
面
角
所
安
置

と
あ
り

:
…
利
随
彼
所
楽
而
当
奉
献



…

…

…

護

摩

巳

前

之
安

瓶

随

所

…

…

:

…

…

…
加

被

之

於

本

尊

前

所

安

…

:
…

之

其

台

内

瓶

應

用

明

…

…

:

為

軍

荼

利

所

安

置

瓶

…

…

:

心
真

言

東

南

弁

諸

事

真

此

上

瓶

已

法

此

亦

如

と

あ

り
、

裏

面

に

観

...

...

...
(
空

行

)

品

第

卅

四

已

応

作

護

摩

或

随

其

成

就

用

蘇

蜜

酪

和

以

…

…

:

祀

乳

粥

或

祀

酪

飯

…

…

:

香

薫

之

以

香

水

灑
以

真

…

:

…

…

…
以

吉

祥

環

貫

置

指

上

樢

按

…
-

・

…
或

白

芥

子

灑
散

物

上

及

於

節

…

:

瓦
経
の
復
原
と
そ

の
考
察

一
七

第5図 神谷氏蔵 『蘇悉地羯羅経』(上 一表,下 一裏)



一
八

と
あ
る
。
ま
た
裏
面
左
縁
に

「蘇
三
巻

二
十
九
」

と

い
う
丁
付
が
み
ら
れ
る
。

こ
の
瓦
経
は
前
同
様

『蘇
悉
地
羯
羅
経
』
の

(別
本
二
)
巻
下

「灌
頂
壇
品
第
三
十
三
」
か
ら

「光
物
品
第
三
十
四
」
に
か
け
て
の

書
写
の
部
分
で
あ
勧
。
な
お
、
重
要
な
こ
と
は
、
こ
の
瓦
経
に
続
く
次
の
瓦
経
の
断
片
が
、
関
西
大
学
考
古
学
資
料
の
な
か
に
あ
る
。
両

者
共
に
破
片
で
あ
る
が
、
全
体
を
復
原
す
る
と
経
丈
が
完
全
に
つ
な
が
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
こ
で
こ
の
二
片
を
復
原
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

〔表

〕

置
句
托
齧
利
随
彼
所
楽
而
当
奉
献
如
法
供
養

諸
真
言
已
及
護
摩
已
前
之
安
瓶
随
所
為
者
誦

彼
真
言
而
用
加
被
之
於
本
尊
前
所
安
之
瓶
還
用

彼
真
言
而
加
被
之
其
台
内
瓶
応
用
明
王
真
言

而
作
加
被
当
門
為
軍
荼
利
所
安
置
瓶
亦
須
用

彼
真
言
加
被
於
台
漫
荼
羅
東
面
両
角
所
安
圜

瓶
東
北
角
者
以
部
心
真
言
東
南
角
者
用
部
母

真
言
西
北
角
者
用
能
弁
諸
事
真
言
西
南
角
者
用

一
切
真
言
如
是
加
被
此
上
瓶
巳
及
供
養
已
次

応
右
遶
如
前
説
灌
頂
法
此
亦
如
是
安
置
吉
祥

瓶
所
謂
穀
実
薬
草
花
果
香
樹
枝
葉
花
鬘
及
宝

置
於
瓶
内
新
帛
繪
綵
用
纒
其
頸
諸
灌
頂
法
皆

〔裏

〕

応
如
是
即
令
同
伴
灌
行
者
頂
其
同
伴
者
皆
須

持
誦
如
法
清
浄
或
求
阿
闍
梨
配
与
灌
頂
為
欲

除
遣
諸
作
障
故
先
用
軍
荼
利
瓶
而
用
灌
頂
第

四
応
用
所
持
真
言
瓶
而
用
灌
頂
其
余
二
瓶
随

意
而
用
如
是
畢
已
応
以
牛
黄
塗
香
薫
香
芥
子

線
釧
衣
服
皆
応
受
用
作
灌
頂
已
復
為
息
諸
障

故
応
作
護
摩
已
便
即
発
遣
或
於
浄
処
但
一
彩

色
作
小
漫
荼
羅
極
令
方
正
其
量
二
肘
安
置
三

部
大
印
西
面
槊
印
如
前
安
置
浄
瓶
如
法
灌
頂

能
離
諸
障
本
尊
[
H
H
]

観
喜
不
久
速
成
此

秘
密
最
勝
悉
地

蘇
悉
地
羯
羅
経
光
物
品
第
卅
四



、
.
-復
次
如
法
灌
頂
畢
已
応
作
護
摩
経
三
七
日
或

一
,
、
↓
七
日
或
経

一
月
或
随
其
成
就
相
応
或
於
本

法
所
説
毎
日
三
時
用
蘇
蜜
酪
和
以
胡
麻
応
作

護
摩
或
依
本
法
祀
乳
粥
或
祀
酪
飯
所
成
就
物

関
西
大
蔵

〔表
〕

供
具
奉
献
彼
物
若
白
月
成
者
取
十
五
日
若
黒

月
成
者
取
十
四
日
如
斯
作
法
光
顕
其
物
皆
用

部
母
真
言
復
重
加
諸
花
香
花
鬘
等
物
供
養
以

香
塗
手
置
茅
草
環
按
所
成
物
畢
夜
持
誦
於
夜

三
時
誦
百
八
遍
如
斯
光
顕
成
就
之
物
従
始
至

・
終
皆
応
如
是
若
具
此
法
速
得
成
就

仏
部
光
顕
真
言
日

庵
調
上
諦
惹
塞
飃
乙
尾
濔
二悉
睇
娑
去
駄
野
三虎

缸
詳
柿
四

蓮
華
部
光
顕
真
言
日

庵
網
上
捐
歟
立
比
駢
已
捐
同
上
比
同
上
倆
跛
野
二摩
訶
室

利
曳
三莎
囀
舷
二
訶
四

金
剛
部
光
顕
真
言
日

略
洞
上
入
囀
擺
入
曝
野
二畔
度
哩
三
莎
囀
鎧

瓦
経
の
復
原
と
そ
の
考
察

〔裏

〕

毎
日
三
時
以
香
薫
之
以
香
水
灑
以
真
言
加
被

-

観
視
其
物
以
吉
祥
環
貫
置
指
上
樢
按
其
物
以

牛
黄
水
或
白
芥
子
灑
散
物
上
及
於
節
日
加
諸

訶
四
於
三
部
法
皆
用
赤
羯
囃
微
曝
花
以
真
言
持
誦

散
灑
其
物
或
用
忙
落
底
花
或
用
白
芥
子
首
末

中
間
皆
応
如
是
散
霑
其
物
或
有
驚
界
及
見
異

相
亦
如
是
散
臨
欲
成
就
亦
如
是
散
便
成
光
顕

若
欲
成
就
蘇
等
之
物
真
言
香
水
用
灑
其
物
便

成
光
顕
以
如
是
法
而
光
顕
物
縦
不
成
者
不
応

間
断
或
作
漫
荼
羅
以
為
光
顕
如
前
浄
地
用
五

種
色
作
漫
荼
羅
其
量
四
肘
而
開

一
門
内
院
東

面
先
置
輪
印
東
北
角
置
鉢
印
東
南
角
置
袈
裟

印
次
於
北
面
置
蓮
華
印
於
西
北
角
置
灘
拏
樒

印
於
東
北
角
置
軍
持
瓶
印
次
於
南
面
置
抜
折

羅
印
於
東
南
角
置
蘗
那
樒
印
於
西
南
角
置
羯

擺
除
瓶
印
於
西
面
置
金
剛
鉤
印
金
剛
拳
印
於一

九



二
〇

西
南
角
置
計
利
吉
羅
印
於
西
北
角
置
遜
婆
印

復
於
東
面
置
輪
右
辺
置
仏
眼
部
母
印
又
於
北

と
こ
ろ
で
神
谷
氏
蔵
瓦
経
に
つ
い
て
問
題
点
を
あ
げ
て
お
く
。

第

一
に
、
表
面
右
縁
罫
外

に

於
台
漫
荼
羅
東
面
両
角
所
安
置

と
あ
る
。
こ
れ
は
次
の
理
由
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
す
な
わ
ち
復
原
し
た
瓦
経
を
み
る
と
表
面
六
行
目
の

彼
真
言
加
被
於
台
漫
荼
羅
東
面
両
角
所
安
置

の

一
行
十
七
字
が
欠
行
と
な

っ
て
い
る
。
恐
ら
く
書
写
中
に
こ
の

一
行
が
書
き
も
ら
さ
れ
た
と
考
え
て
よ
い
。
あ
る
程
度
書
写
が
行
わ
れ

た

(
こ
の

一
枚
の
書
写
の
完
成
後
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
)
と
き
に
、
こ
の

一
行
が
欠
脱
し
て
い
る
こ
と
に
気
付
い
た
た
め
、
こ
の

一
行

分
を
表
面
の
欄
外
に
追
記
し
た
と

い
う
こ
と
に
な
る
。

第
二
に
、
瓦
経
の
七
行
目
に

「
…
…
弁
諸
事
真
…
…
」
と
あ
る
が
、

『
大
正
大
蔵
経
』
で
は

「
…
…
弁
諸
真

…
…
」
と
な
り

「事
」
の

丈
字
が
な
い
。
こ
の
瓦
経
の
写
経
者
は

「事
」
を

一
字
余
分
に
書
い
た
こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
次
の
行
は
十

七
字
と
な
り
、
丈
字
の
位

置
も
七
行
目
と
合
致
す
る
か
ら
、
恐
ら
く
七
行
目
は
十
八
字
詰
と
な

っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

第
三
に
、
瓦
経
の
裏
面

一
行
目
に

「観
」
ら
し
き
丈
字
が
あ
る
。
こ
れ
は
復
原
の
六
行
目
に
み
る

「観
」

に
相
当
す
る
。
そ
れ
は
問
題

は
な
い
の
で
あ
る
が
、
丈
字

の
位
置
を
瓦
経
四
行
目

(復
原
の
九
行
目
)
と
対
比
す
る
と

「
護
」

に
対
応
す
る
位
置
に
な
る
。
こ
の
「
護
」

は
十

一
字
目
に
相
当
す
る
か
ら
、
こ
れ
を
瓦
経

一
行
目

(
六
行
目
)
に
あ
て
る
と
四
字
文
の
空
白
が
で
き
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
次
の

行
が
第
三
十
三
品
の
終
り
で
あ
る
た
め
、
改
行
し
て
以
下
空
白
と
な

っ
て
い
る
た
め
、
こ
の
間
の
事
情
は
明
確

で
な
い
。
こ
の
こ
と
は
表

面
九
行
目
以
下
裏
面
五
行
目
ま
で
の
間

に
四
字
分
だ
け
、
ど
こ
か
で
行
送
り
と
な

っ
た
と
推
察
で
き
る
。

第
四
に
、
裏
面
の
八
行
目
に

「
…
…
品
第
卅
四
」
と
あ
る
。
す
な
わ
ち
裏
面
七
行
目
ま
で
は
第
三
十
三
の
灌
頂
壇
品
で
あ
り
、
こ
の
行

か
ら
第
三
十
四
の
光
物
品
と
な
る
。
こ
れ
に
つ
い
て

「
三
蔵
輸
波
迦
羅
訳
」
の

『蘇
悉
地
羯
羅
経
』
で
は
、

「
光
顕
諸
物
品
第
三
十
二
」



で
あ
り
、

「
別
本

一
」
で
は

「光
物
品
第
三
十
一ご

で
あ
る
か
ら

「品
卅
四
」
と
み
え
る
の
は

「
別
本
二
」
の
み

で
あ

る

か
ら
、

確
実

に

「
別
本
二
」
の
書
写
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

第
五
に
、
関
西
大
学
蔵
瓦
経
と
の
関
連
で
あ
る
。
神
谷
氏
蔵
瓦
経
の
欠
損
部
を
復
原
し
、
併
せ
て
関
西
大
学
蔵
瓦
経
の
復
原
を
す
る
と
、

こ
の
二
枚
は
前
後

に
接
続
す
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
こ
の
成
果
は
筆
者
の
瓦
経
片
復
原

の

一
つ
の
目
的
と
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
両
者
共
に
破
片
で
あ

っ
て
、

一
枚
の
瓦
経
の

一
部
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
直
接

に
は
破
損
部
は
連
が
ら
な

い
。
と
こ
ろ
が
先

き
の
全
丈
を
復
原
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
そ
れ
が
本
来
続
い
て
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
こ
の
よ
う
な
例
は
国
学
院
大
学
蔵

瓦
経
片

(
『蘇
悉
地
羯
羅
経
』
別
本
二
、

「護
摩
品
第
二
十
七
」
か
ら

「備
物
品
第

二
十
八
」
)
と
八
尾
市
辻
合
喜
代
太
郎
氏
蔵

(大
阪
市

立
博
物
館
寄
託
)
の
瓦
経
片
施
同
様
前
後
関
係
に
あ
る
こ
と
が
わ
か

っ
た
。
こ
う
し
た
成
果
は
、
今
後
も
生
じ
る
で
あ
ろ
う
。

第
六
に
、
裏
面
左
縁
に

「蘇
三
巻
廿
九
」
と
い
う
丁
付
が
あ
る
。
こ
れ
は

「別
本
二
」
に
よ
る

『
蘇
悉
地
羯
羅
経
』
の

「巻
下
」
の
第

二
十
九
枚
目
に
相
当
す
る
。
し
た
が

っ
て

「
三
巻
」
と
は

「巻
下
」
の
こ
と
で
あ
る
。

次

に
、
こ
の
瓦
経
の
大
き
さ
の
復
原
は
次
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

縦

に
つ
い
て
は
表
面

一
行
目
の

「利
随
彼
所
楽
而
当
奉
献
」
の
九
文
字
が
十

一
・
三
興.
で
あ
る
か
ら
一
二

.
三
弛.と
な
り
、
上
下
端
の

縁
幅
を
加
え
る
と
約

二
四
弛.、
横
は

一
行
の
幅
に
若
干
広
狭
が
あ
る
の
で
表
面
九
行
が
十
六

・
二
袖.
で
あ
る
か
ら
、
十
五
行
と
す
る
と
二

七
袖
.、
そ
れ
に
左
右
縁
幅
各

一
・
五
袖.
を
加
え
る
と
約
三
〇
弾.と
復
原
で
き
る
。
厚
さ
は

一
・
七
袖.
で
あ
る
。

四
、

『
妙
法
蓮
華
法
』
書
写

の
瓦
経

瓦
経
に
書
写
さ
れ
た
所
例
の
多
い
経
典
に

『
妙
法
蓮
華
経
』
が
あ
る
。
以
下
服
部
、
神
谷
、
水
野
氏
所
蔵
の
瓦
経
片
に
つ
い
て

『
大
正

大
蔵
経
』
に
同
定
、
復
原
し
、
考
察
を
試
み
る
。

⑨

妙
法
蓮
華
経
巻
第
四

見
宝
塔
品
第

瓦
経
の
復
原
と
そ
の
考
察

二

一



二
二

先
ず
服
部
氏
蔵
瓦
経
の
な
か
に
、
片
面
の
丈
字
が

「口
観
仏
口
…
…
…

「塔
戸
出
大
音
…
…

「切
衆
会
口
…
…
…

「全
身
不
散
如
…
…

「迦
牟
尼
仏
口
…
…

と
あ
る
。
と
こ
ろ
が
反
対
側
は
磨
滅
が
ひ
ど
く
丈
字
が
読
み
と
れ

な
い
。
し
た
が

っ
て
、
表
裏
及
び
全
体
を
復
原
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
が
、
今
、
片
面
だ
け
を
同
定
す
る
と
次
の
如
く
に
な
る
。

一
心
観
仏
於
是
釈
迦
牟
尼
仏
以
右
指
開
七
宝

塔
戸
出
大
音
声
如
却
関
鑰
開
大
城
門
即
時

一

切
衆
会
皆
見
多
宝
如
来
於
宝
塔
中
坐
師
子
座

全
身
不
散
如
入
禅
定
叉
聞
其
言
善
哉
善
哉
釈

迦
牟
尼
仏
快
説
是
法
華
経
我
為
聴
是
経
故
而

第6図 服部氏蔵 『妙法蓮華経』
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こ
れ
は

『妙
法
蓮
華
経
』
巻
第
四

「見
宝
塔
品
」
の
経
丈
で
あ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て

「国
学
院
大
学
所
蔵
」

に
、
こ
の
瓦
経
の
前
に
あ

た
る
破
片
が
あ
る
。
今
両
者
の
連
接
部
分
の
関
係
を
示
せ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。

悉
安
隠
不
以
此
宝
華
散
仏
供
養
而
作
是
言
彼

某
甲
仏
与
欲
開
此
宝
塔
諸
仏
遣
使
亦
復
如
是

口
爾
時
釈
迦
牟
尼
仏
見
所
分
身
仏
悉
已
来
集



国
学
院
蔵

↓
各
各
坐
於
師
子
之
座
皆
聞
諸
仏
与
欲
同
開
宝

〔裏
〕

塔
即
従
座
起
住
虚
空
中

一
切
四
衆
起
立
合
掌

服
部
氏
蔵

〔裏
〕
=

心
観
仏
於
是
釈
翠

尼
仏
以
右
指
開
七
宝

↑
塔
戸
出
大
音
声
如
却
関
鑰
開
大
城
門
即
時

一
(
以
下
略
)

国
学
院
大
学
蔵
瓦
経
は
十
七
字
詰
、
表
裏
共
に
十
五
行
の
形
式
で
あ
る
。
た
だ
出
土
地
や
筆
者
は
異
る
か
も
知
れ
な
い
。

な
お
こ
の
服
部
氏
蔵
の
瓦
経
は

一
行
目
の

「塔
戸
出
大
音
」
の
五
字
が
五

・
六
抽.、
上
端
縁
幅
が
○

・
六
勲
.
で
あ
る
か
ら
縦
約
二
〇

・

二
袖・、
横
は

一
行
が

一
・
九
袖
.
で
あ
る
か
ら
十
五
行
と
す
る
と
二
八

・
五
袖.、
左
右
両
縁
幅
若
干
を
か
え
る
と
約
三

一
弾.
程
度
と
な
ろ
う
。

厚
さ

一
・
三
弛
.
で
、
薄
手
の
形
式
で
あ
る
。

⑦

妙
法
蓮
華
経
巻
六

随
喜
功
徳
品
第
十
六

　
,

服
部
氏
蔵
瓦
経
で
ほ
ぼ
完
形
で
あ
る
が
、

一
部
欠
損
と
丈
字
の
不
鮮
明
な
箇
所
が
あ
る
の
で
次
の
如
く
同
定

し
徳

〔表

〕

譬
喩
所
不
能
知
阿
逸
多
如
是
第
五
十
人
展
転

聞
法
華
経
随
喜
功
徳
尚
無
量
無
辺
阿
僧
祇
何

況
最
初
於
会
中
聞
而
随
喜
者
其
福
復
勝
無
量

無
辺
阿
僧
祇
不
可
得
比
又
阿
逸
多
若
人
為

是
経
故
往
詣
僧
坊
若
坐
若
立
須
叟
聴
受
縁
是
功

徳
転
身
所
生
得
好
上
妙
象
馬
車
乗
珍
宝
輦
輿

及
乗
天
宮
若
復
有
人
於
講
法
処
坐
更
有
人
来

勧
令
坐
聴
若
分
座
令
坐
是
人
功
徳
転
身
得
帝

釈
坐
処
若
梵
王
坐
処
若
転
輪
聖
王
所
坐
之

処
阿
逸
多
若
復
有
人
語
余
人
言
有
経
名
法
華

瓦
経
の
復
原
と
そ
の
考
察

〔裏

〕

可
共
往
聴
即
受
其
教
乃
至
須
臾
間
聞
是
人
功

徳
転
身
得
与
陀
羅
尼
菩
薩
共
生

一
処
利
根
智

慧
百
千
万
世
終
不
瘠
痘
ロ
気
不
臭
舌
常
無
病

ロ
亦
無
病
歯
不
垢
黒
不
黄
不
踈
亦
不
欠
落
不

差
不
曲
唇
不
下
垂
亦
不
窶
縮
不
麁
渋
不
瘡
畛

亦
不
欠
壊
亦
不
堝
斜
不
厚
不
大
亦
不
鯊
黒
無

諸
可
悪
鼻
不
偏
匠
亦
不
曲
戻
面
色
不
黒
亦
不

狭
長
亦
不
窟
曲
無
有

一
切
不
可
喜
相
脣
舌
牙

歯
悉
皆
厳
好
鼻
修
高
直
面
貌
円
満
眉
高
而
長

額
広
平
正
人
相
具
足
世
世
所
生
見
仏
聞
法
信

二

一二



第7図 服部氏蔵 『妙法蓮華経』(表)

二
四



同(裏)

 

こ
の
瓦
経
は

『
妙
法
蓮
華
経
』
巻
第
六

「随
喜
功
徳
品
第
十
八
」
で
あ
る
。

第

一
に
、
原
則
と
し
て

一
行
十
七
字
詰
、
表
裏
共
に
各
十
行
、
計

二
十
行
の
書
写
で
あ
る
。

第
二
に
表
面
四
行
目
が
十
六
字
、
五
行
目
が
十
八
字
と
な

っ
て
、
四
行
目
の

一
字
が
五
行
目

へ
送
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
表
面
九
行
目
は

瓦
経
の
復
原
と
そ
の
考
察

二
五



二
六

十
六
字
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
次
の
十
行
目
は
通
常
の
十
七
字
詰
と
な

っ
て
い
る
。
裏
面
は
各
行
と
も
十
七
字
詰
で
正
確
に
書
か
れ
て
い

る
。第

三
に
こ
の
瓦
経
の
前
の
瓦
経
が
関
西
大
学
所
蔵
に
あ
る
。
関
西
大
学

の
瓦
経
は
今
の
と
こ
ろ
裏
面
七
行
ま

で
し
か
確
実
に
復
原
で
き

な
い
が
、
こ
れ
を
十
五
行
に
復
原
す
る
と
、
こ
の
服
部
氏
蔵
瓦
経
に
そ
の
ま
ま
続
く
こ
と
に
な
る
。

今
そ
の
関
係
を
復
原
し
て
示
せ
ぽ
次
の
如
く
に
な
る
。

関
西
大
学
蔵
〔表
〕

第
五
十
善
男
子
善
女
人
随
喜
功
徳
我
今
説
之

汝
当
善
聴
若
四
百
万
億
阿
僧
祗
世
界
六
趣
四

生
衆
生
卵
生
胎
生
湿
生
化
生
若
有
形
無
形
有

想
無
想
非
有
想
非
無
想
無
足
二
足
四
足
多
足

如
是
等
在
衆
生
数
者
有
人
求
福
随
其
所
欲
娯

楽
之
具
皆
給
与
之

=

衆
生
与
満
閻
浮
提
金

-銀
琉
璃
車
栗
馬
脳
珊
瑚
虎
珀
諸
妙
珍
宝
及
象

関
西
大
学
蔵
〔裏
〕

馬
車
乗
七
宝
所
成
宮
殿
楼
閣
等
是
大
施
主
如

是
布
施
満
八
十
年
已
而
作
是
念
我
已
施
衆
生

娯
楽
之
具
随
意
所
欲
然
此
衆
生
皆
已
衰
老
年

過
八
十
髪
白
面
皺
将
死
不
久
我
当
以
仏
法
而

訓
導
之
即
集
此
衆
生
宣
布
法
化
示
教
利
喜

一

時
皆
得
須
陀
疸
道
斯
陀
含
道
阿
那
含
道
阿
羅

漢
道
尽
諸
有
漏
於
深
禅
定
皆
得
自
在
具
八
解



脱
於
汝
意
云
何
是
大
施
主
所
得
功
徳
寧
為
多

不
弥
勒
白
仏
言
世
尊
是
人
功
徳
甚
多
無
量
無

辺
若
是
施
主
但
施
衆
生

一
切
楽
具
功
徳
無
量

何
況
令
得
阿
羅
漢
果
仏
告
弥
勒
我
今
分
明
語

汝
是
人
以

一
切
楽
具
施
於
四
百
万
億
阿
僧
祗

世
界
六
趣
衆
生
叉
令
得
阿
羅
漢
果
所
得
功
徳

不
如
是
第
五
十
人
聞
法
華
経

一
偈
随
喜
功
徳

百
分
千
分
百
千
万
億
分
不
及
其

一
乃
至
算
数

服
部
氏
蔵

〔表
〕

譬
喩
所
不
能
知
阿
逸
多
如
是
第
五
十
人
展
転

聞
法
華
経
随
喜
功
徳
尚
無
量
無
辺
阿
僧
祇
何

(以
下
略
)

と
な
る
。
す
な
わ
ち
関
西
大
学
蔵
表
↓
裏
↓
服
部
氏
蔵
表
↓
裏

へ
と

一
連

に
な
る
。

但
し
同

一
の
場
所
の
出
土
で
あ
る
か
ど
う
か
は
明
ら
か
で
な
い
。

こ
の
瓦
経
は
完
形
で
あ
る
。
縦
十
九

・
四
袖.、
上
端

一
・
四
袖.、
下
端

一
・
五

袖
.計
二
二

・
三
袖
.幅

一
行

一
・
七
袖.
で
十
行
、
左
右
両
縁
を
加
え
て
十
七

・
九
袖.

と
な
る
。
厚
さ

一
・
六
袖.
で
あ
る
。

⑧

妙
法
蓮
華
経
巻
第
六

薬
王
菩
薩
本
事
品
第
二
十
三

・
巻
第
七
妙
音
菩
薩
品

第
二
十
四

神
谷
氏
蔵
瓦
経
片
を
観
察
す
る
と
、
表
面

に

口
定
無
有
与
L

如
是
功
徳
智
慧
L

瓦
経
の
復
原
と
そ
の
考
察

二
七

第8図 神谷氏蔵 『妙法蓮華経』
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二
八

と

あ

り
、

裏

面

に

尼
仏
白
毫
光
明
L

国
中
有

一
菩
L

と
あ
る
。
こ
れ
は

『
妙
法
蓮
華
経
』
巻
第
六

「薬
王
菩
薩
本
事
品
第
二
十
三
」
の
終
り
か
ら
、
巻
第
七

「
妙
音
菩
薩
品
第

二
十
四
」
の
は

じ
め
に
か
け
て
の
経
文
で
あ
る
。
以
下
次
の
如
く
同
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

〔表

〕

諸
声
聞
辟
支
仏
乃
至
菩
薩
智
慧
禅
定
無
有
与

汝
等
者
夜
王
華
此
菩
薩
成
就
如
是
功
徳
智
慧

之
力
若
有
人
聞
是
薬
王
菩
薩
本
事
品
能
随
喜

讃
善
者
是
人
現
世
口
中
常
出
青
蓮
華
香
身
毛

孔
中
常
出
牛
頭
栴
檀
之
香
所
得
功
徳
如
上
所

説
是
故
宿
王
華
以
此
薬
王
菩
薩
本
事
品
嘱
累

於
汝
我
滅
度
後
後
五
百
歳
中
広
宣
流
布
於
閻

浮
提
無
令
断
絶
悪
魔
魔
民
諸
天
龍
夜
叉
鳩
槃

茶
等
得
其
便
也
宿
王
華
汝
当
以
神
通
之
力
守

護
是
経
所
以
者
何
此
経
則
為
閻
浮
提
人
病
之

良
薬
若
人
有
病
得
聞
是
経
病
即
消
滅
不
老
不

死
宿
王
華
汝
若
見
有
受
持
是
経
者
応
以
青
蓮

花
盛
満
末
香
供
散
其
上
散
已
作
是
念
言
此
人

不
久
必
当
取
草
坐
於
道
場
破
諸
魔
軍
当
吹
法

〔裏

〕

螺
撃
大
法
鼓
度
脱

一
切
衆
生
老
病
死
海
是
故

求
仏
道
者
見
有
受
持
是
経
典
人
応
当
如
是
生

恭
敬
心
説
是
薬
王
菩
薩
本
事
品
時
八
万
四
千

菩
薩
得
解

一
切
衆
生
語
言
陀
羅
尼
多
宝
如
来

於
宝
塔
中
讃
宿
王
華
菩
薩
言
善
哉
善
哉
宿
王

華
汝
成
就
不
可
思
議
功
徳
乃
能
問
釈
迦
牟
尼

仏
如
此
之
事
利
益
無
量
一
切
衆
生

妙
音
菩
薩
品
第
二
十
四

爾
時
釈
迦
牟
尼
仏
放
大
人
相
肉
髻
光
明
及
放

眉
間
白
毫
相
光
遍
照
東
方
百
八
万
億
那
由
他

恒
河
沙
等
諸
仏
世
界
過
是
数
已
有
世
界
名
浄

光
荘
厳
其
国
有
仏
号
浄
華
宿
王
智
如
来
応
供

正
遍
知
明
行
足
善
逝
世
間
解
無
上
士
調
御
丈

夫
天
人
師
仏
世
尊
為
無
量
無
辺
菩
薩
大
衆
恭



敬
囲
繞
而
為
説
法
口
釈
迦
牟
尼
仏
白
毫
光
明

遍
照
其
国
爾
時

一
切
浄
光
荘
厳
国
中
有

一
菩

以
上
の
よ
う
に
同
定
、
復
原
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第

一
に
、
裏
面
十
四
行
目
で
瓦
経
丈
と
続
け
よ
う
と
す
る
と

一
字
の
空
白
が
で
き
る
。

こ
れ
は
そ
れ
ま
で
の
間
に
十
八
字
の
行
が
あ
り
、

一
字
つ

つ
繰
上

っ
て
き
た
た
め
に
生
じ
た
も
の
か
、
あ
る
い
は

「而
為
説
法
」
と
書
き
、
経
文

の
意
味
か
ら
勘
案
し
て

一
字
空
白
を

つ
く

っ
た
の
か
は
明
ら
か
で
な
い
。

第
二
に
、
こ
れ
と
同

一
の
箇
所
を
書
写
し
た
瓦
経
に
鳥
取
県
大
日
寺
蔵
の
瓦
経
が
あ
る
。
た
だ
し
こ
の
瓦
経
と
比
較
す
る
と
冒
頭
で

一

行
と
三
字
の
誤
差
が
あ
る
。
こ
れ
を
示
せ
ぽ
次
の
如
く
な
る
。

伯
耆
大
日
寺
蔵

間
天
人
之
中
無
如
汝
者
唯
除
如
来
其
諸
声
聞

辟
支
仏
乃
至
菩
薩
智
慧
禅
定
無
有
与
汝
等
者

(
以
下
略
)

神
谷
氏
所
蔵

諸
声
聞
辟
支
仏
乃
至
菩
薩
智
慧
禅
定
無
有
与

(
以
下
三
二
頁
参
照
)

第
三
に
、
こ
の
神
谷
氏
蔵
の
裏
面
最
終
行
と
、
国
学
院
大
学
蔵
の
表
面
第

一
行
目
と
の
関
係
を
み
る
と

遍
照
其
国
爾
時

一
切
浄
光
荘
厳
国
中
有

一
菩

の
経
文
が
重
複
す
る
こ
と

に
な
る
。
こ
れ
は
全
体
と
し
て
こ
の
瓦
経
以
前
に
ど
こ
か
で

一
行
の
相
違
が
生
じ
て

い
る
も
の
と
思
う
。

次
に
瓦
経
の
原
形
は
裏
面

の

「尼
仏
白
毫
光
明
」
の
六
字
が
六

・
八
弛
.
で
あ
る
か
ら
こ
れ
を
十
七
字
と
し
、

下
端
縁

一
.
九
弛.を
上
端

と
同
じ
と
推
計
す
る
と

二
三

・
一
抽.と
な
る
。
幅
は
裏
面

一
行
目
が

一
・
九
袖
.、
二
行
目
が

一
.
七
袖.
で
あ
る
か
ら
平
均

一
.
八
袖.と
し

十
五
行
と
両
端

一
・
五
弛.
の
縁
で
三
〇
袖.と
な
る
。
厚
さ

一
・
七
軸.
で
あ
る
。

⑨

妙
法
蓮
華
経
巻
第
七

妙
音
菩
薩
品
第
二
十
四

瓦
経
の
復
原
と
そ
の
考
察

二
九



次
に
水
野
氏
所
蔵
の
瓦
経
の
表
面
に

与
八
万
四
千
菩
…
…
…

供
養
親
近
礼

殊
師
利
口

口

と
あ
り
、
裏
面
に

口宝
如
来

見
多
宝
口

牟
尼
仏
語
多
宝
…
…
…

多
宝
仏
告
妙
音
…
…
…

と
あ
る
。
こ
れ
は

『
妙
法
蓮
華
経
』
巻
第
七

「
妙
音
菩
薩

　

品
第

二
十
四
」
に
あ
た
る
。
と
こ
ろ
が
次
に
⑩
と
し
て
挙

げ
る
神
谷
氏
所
蔵
の
瓦
経
が
、
実
は
も
と
⑨
の
破
片
と
同

一
個
体
の
瓦
経
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
そ
れ
は
次
の

如
く
で
あ
る
。

⑩

神
谷
氏
所
蔵
の
瓦
経
は
表
面
に

薩
囲
繞
而
来
至
此
娑
…
…
…

於
我
亦
欲
供
養
聴
法
…
…
…

三
〇

第9図 水野氏蔵r妙 法蓮華経』(右 一表,左 一裏)



仏
言
世
尊
是
菩
薩

…
…
…
能
有
是
大
神
通
力
行

等
説
是
三
昧
名
字
我
等
口

三
昧
乃
能
見
是

願
世
尊
以
神
通
力

口

と
あ
り
、
裏
面
に

衆
生
易
口

不
無
不
孝
父
母
不

五
情
不
尊
衆
生
能
降

口
宝
如
来
在
七
宝
塔
中
来
口

…
…
口
安
隠
少
脳
堪
忍
不
住
不

…
…
…
仏
身
唯
願
世
尊
示
我

口
仏
是
妙
音
菩
薩
欲
…
…
…

言
善
哉
善
哉
汝
能
…
…
…

と
あ
る
。
そ
こ
で
両
者
は
も
と

一
枚
の
瓦
経
で
あ
る
か
ら
併
せ
て
復
原
す
る
と
次
の
如
く
に
な
る
。

〔表
〕

与
八
万
四
千
菩
薩
囲
繞
而
来
至
此
娑
婆
世
界

功
徳
而
能
有
是
大
神
通
力
行
何
三
昧
願
為
我

供
養
親
近
礼
拝
於
我
亦
欲
供
養
聴
法
華
経
文

等
説
是
三
昧
名
字
我
等
亦
欲
勒
修
行
之
行
此

殊
師
利
白
仏
言
世
尊
是
菩
薩
種
何
善
本
修
何

三
昧
乃
能
見
是
菩
薩
色
相
大
小
威
儀
進
止
唯

瓦
経
の
復
原
と
そ
の
考
察

一三



三
二

願
世
尊
以
神
通
力
彼
菩
薩
来
令
我
得
見
爾
時

釈
迦
牟
尼
仏
告
丈
殊
師
利
此
久
滅
度
多
宝
如

来
当
為
汝
等
而
現
其
相
時
多
宝
仏
告
彼
菩
薩

善
男
子
来
丈
殊
師
利
法
王
子
欲
見
汝
身
于
時

妙
音
菩
薩
於
彼
国
没
与
八
万
四
千
菩
薩
倶
共

発
来
所
経
諸
国
六
種
震
動
皆
悉
雨
於
七
宝
蓮

華
百
千
天
楽
不
鼓
自
鳴
是
菩
薩
目
如
広
大
青

蓮
華
葉
正
使
和
合
百
千
万
月
其
面
貌
端
正
復

過
於
此
身
真
金
色
無
量
百
千
功
徳
荘
厳
威
徳

〔裏
〕

熾
盛
光
明
照
曜
諸
相
具
足
如
那
羅
延
堅
固
之

身
入
七
宝
台
上
昇
虚
空
去
地
七
多
羅
樹
諸
菩

薩
衆
恭
敬
囲
繞
而
来
詣
此
娑
婆
世
界
耆
闍
崛

山
到
已
下
七
宝
台
以
価
直
百
千
瓔
珞
持
至
釈

迦
牟
尼
仏
所
頭
面
礼
足
奉
上
瓔
珞
而
白
仏
言

世
尊
浄
華
宿
王
智
仏
間
訊
世
尊
少
病
少
悩
起

居
軽
利
安
楽
行
不
四
大
調
和
不
世
事
可
忍
不

衆
生
易
度
不
無
多
貪
欲
瞋
恚
愚
癡
嫉
妬
慳
慢

不
無
不
孝
父
母
不
敬
沙
門
邪
見
不
善
心
不
摂

五
情
不
世
尊
衆
生
能
降
伏
諸
魔
怨
不
久
滅
度

多
宝
如
来
在
七
宝
塔
中
来
聴
法
不
又
問
訊
多

宝
如
来
安
隠
少
脳
堪
忍
久
住
不
世
尊
我
今
欲

見
多
宝
仏
身
唯
願
世
尊
示
我
令
見
爾
時
釈
迦

牟
尼
仏
語
多
宝
仏
是
妙
音
菩
薩
欲
得
相
見
時

多
宝
仏
告
妙
音
言
善
哉
善
哉
汝
能
為
供
養
釈

こ

の
瓦

経

に

つ

い
て

、
第

一
に
文

字

が

不
揃

い
で
あ

る

た

め

に

正
確

な
改

行

は

わ

か
ら

な

い
が

、
瓦

経

の
丈

字

を

『
大

正

大
蔵

経

』

に

照

合

す

る

と

十

七

字

詰

、
表

裏

共

十

五

行

に
お

さ

ま

る
。

ま

た
、

瓦

経

の
丈

字

に

つ

い

て
み

る

に
、

非

常

に
特

徴

の
あ

る
筆

跡

で
あ

る
。

第

二

に
、
裏

面
復

原

の

十
行

目
、

瓦

経

で

は

「
五
情

不
尊

」

と

あ

る
。

『
大

正

大

蔵

経

』

で

は

「
五

情

不

世
尊

」

と

な

る
。

す

な

わ

ち

瓦

経

の
方

が

「
世

」

の

一
字

を
脱

し

て

い

る

こ
と

に
な

る
。

と

こ

ろ
が

瓦

経

片

を

復

原

し

て

み

る

と

「
世

」

を

加

え

て

十

七
字

に
お

さ

ま

と

る

こ

ろ
か

ら

み

る

と
、

十

行

目

に

一
行

だ

け

十

六
字

の
と

こ

ろ
が

で
き

る
と

思

う

。

次

に
大

き

さ

は
表

面

一
行

目

の

「
与

八

万

四
千

菩

薩

囲

繞

而

来

至
此

」

の
十

三
字

が

十

六

麹
.
で
あ

り

、

上

端
縁

幅

一

・
八

弛
.
で
あ

る

か

ら
縦

約

二
四

・
五

興
・
、

横

は
平

均

一

・
八

弛
・
、

両
端

縁

幅

二

・

一
樗
と

一

・
七

弛
・
、

平

均

一

・
九

弛
・
で
あ

る

か
ら

三
〇

・
八
萼

と

な

る

。



厚

さ

は

二

・

;

・
で
や

や
厚

手

の
瓦

経

で
あ

る
。

五
、

小

結

こ
こ
に
復
原
し
た
十
点
の
瓦
経
は
理
趣
経
二
点
、
大
日
経

一
点
、
蘇
悉
地
経
二
点
、
妙
法
蓮
華
経
五
点
で
あ

る
。

第

一
に
、
理
趣
経
の
二
点
は
資
料
と
し
て
は
少
な
い
も
の
で
あ
る
。

こ
の
経
典
は
梵
名

p
ra
jn
a
-p
�ra
m
it
�-n
ay
a
-sata
p
a
n
casa
tik
�

西
蔵
名

総
ω肖
筈
却
覧
・覧
⇔
宀
〇
一み
ロ
も
ξ

言
も
pぼ
冨
ゴ
巳
ケ
Hσq
鴇
p
』
p
、p
歳
。ロ
ー髢

と
称
さ
れ
、

『
大
楽
金
剛
不
空
真
実
三
麼
耶
経
』
略
し
て

『般
若
理
趣
経
』
あ
る
い
は
単

に

『
理
趣
経
』

と
も
い
い
、

唐
不
空
の
訳
で

一
巻
が
あ
る
。

『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』

で
は
第
八
巻
の

「般
若
部
四
」
に
収
め
ら
れ
た
経
典
で
あ
る
。

(他
の
経
典
に
つ
い
て
は

『
奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
紀
要
第
四
集
』
に
掲
載
)

ま
た
小
山
氏
蔵
に
み
ら
れ
る

「大
正
元
年

宇
治
山
田
市
天
神
山
」
と
い
う
朱
書
が
正
し
け
れ
ぽ
、
こ
の
瓦

経
出
土
地
は
伊
勢
市
浦
口

町
に
あ
る
旦
過
山
小
町
塚
瓦
経
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
こ
の
遺
跡
に
も

『
理
趣
経
』
が
納
め
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

第

二
に
、
個
々
の
瓦
経
の
問
題
に
つ
い
て
は
各
項
に
記
述
し
た
が
、
⑤
の
神
谷
氏
蔵
瓦
経
の
よ
う
に
、
出
土
地
は
異
る
か
も
知
れ
な
い

が
、
そ
れ
に
続
く
も
の
が
、
全
く
異

っ
た
機
関
や
地
域
で
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
の
場
合
、
神
谷
氏
↓
関
西
大
学
の
例
で
あ

る
が
、
他
に
も
、
国
学
院
大
学
↓
大
阪
辻
合
氏
蔵

(
大
阪
市
立
博
物
館
寄
託
)
と
い
う
こ
と
も
判
明
し
、
漸
次
そ
の
復
原
成
果
を
み
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
。

ま
た
⑥
の

『
妙
法
蓮
華
経
』
の
よ
う
に
服
部
氏
蔵
と
国
学
院
大
学
、
福
岡
市
立
歴
史
資
料
館
蔵
と
同

一
箇
所

の
書
写
の
あ
る
こ
と
や
、

水
野
氏
蔵
と
伯
耆
大
日
寺
蔵
も
同
様
な
関
係
で
あ
る
こ
と
も
わ
か

っ
て
き
た
。
恐
ら
く
こ
う
し
た
例
は
今
後
の
復
原
研
究
に
よ

っ
て
判
明

す
る
で
あ
ろ
う
。
筆
者
の
瓦
経
片
の
復
原
研
究
は
、
単
に
瓦
経
片
の
同
定
だ
け
で
な
く
、
こ
う
し
た
瓦
経
の
相

互
関
係
や
比
較
研
究
に
あ

り
、

一
片
の
瓦
経
片
に
資
料
的
価
値
を
見
出
そ
う
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。

瓦
経
の
復
原
と
そ
の
考
察

三
三



三
四

註ω

e
網
干
善
教

「関

西
大
学
考
古
学
資
料
瓦
経
片

の
復
原
」

(柴
田
實
先
生
古
稀
記
念

『
日
本
文
化
史
論
叢
』
)
昭
和

五
十

一
年
。

口

同

「国
学
院
大
学
蔵
瓦
経
片
の
復
原
研
究
」

〔『
国
学
院
雑
誌
』
第

七
八
巻
九
号

(通
巻
八

四
五
号
)
〕
昭
和
五
十

二
年
。

日

同

「
瓦
経
片

の
復
原

に
お
も
う
」
(
『
日
本
歴
史
』
第
三
五
六
号
)
昭
和
五
十
三
年
。

㈲

同

「
関
西
大
学
考
古
学
資
料
瓦
経
片

の
復
原

(
そ
の
二
)
」
(
『史
泉
』
第
五

二
号
)
昭
和
五
十
三
年
。

㈲

同

「
瓦
経
片
復
原
研
究
所
例
」

(『
仏
教
史
学
研
究
』
第

二
〇
巻

一
号
)
昭
和
五
十
三
年
。

丙

同

「
瓦
経

の
復
原
」

(
『考
古
学
ジ

ャ
ー
ナ

ル
』
第

一
五
三
号

一
九

七
八
年
九
月
号
)
昭
和
五
十
三
年
。

②

網
干
善
教

「
作
善
業
」

(『
東
方
界
』
第

六
〇
号
)
昭
和
五
十
三
年
。

③

高
楠
順
次
郎
編

『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第

八
巻

「
般
若
部
四
」
大
正
十
三
年

七
八
四
頁
。

ω

同
書

七
八
五
頁
。

⑤

同
書

第
十
九
巻
、

「密
教
部

ご

昭
和
三
年

十
六
～
十

七
頁
。

⑥

同
書

六
六
六
頁
。

ω

同
書

六
九

一
頁
。

⑧

註
ω

の
㈱
参
照
。

⑨

註
ω

の
口
参
照
。

⑩

実
見

に
よ
る
。

㈲

高
楠
順
次
郎
編

『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第

九
巻

「
法
華
部
全
、
華
厳
部
上
」

大
正
十

四
年

三
三
頁
。

⑫

同
書

四
六
～
四
七
頁
。

⑬

同
書

五
四
～
五
五
頁
。

oφ

同
書

五
五
頁
。

(付
記
)

本
稿
は
、
昭
和
五

四
年

度
文
部
省
科
学
研
究
費

一
般
研
究
C

「
瓦
経

の
復
原
研
究
」

に
よ
る
成
果

の

一
部

で
あ
る
。


